
　
　

ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ラ
ン
キ
作
《
聖
家
族
》
と
そ
の
銘
文

【
論

文
】

甲

斐

教

行
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ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
フ
ラ
ン
キ
は
ほ
ぼ
同
一
構
図
の
《
聖
家
族
》
を
三
回
描
い

て
い
る
。
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
の
サ
ン
タ
ン
ド
レ
ア
聖
堂
祭
壇
画
（
聖
具
室
、

一
八
九
五
年
、
図
1
）、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
ベ
ン
テ
ィ
ヴ
ォ
リ
オ
城
ピ
ッ
ツ
ァ
ル
デ
ィ

侯
礼
拝
堂
祭
壇
画
（
現
在
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
、
サ
ク
ロ
・
ク
オ
ー
レ
聖
堂
、
入
口
側
左

手
最
初
の
礼
拝
堂
、
一
八
九
八
年
、
図
2
）、
プ
ラ
ー
ト
大
聖
堂
所
蔵
の
小
型
祭

壇
画
（
主
祭
壇
脇
の
左
端
の
礼
拝
堂
、
一
八
九
八
年
、
図
3
）
で
あ
る

（
1
）

　
　

。

　

オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
の
祭
壇
画
は
垂
直
方
向
に
細
長
く
、
上
方
が
尖
頭
ア
ー
チ
型

を
と
る
。
野
外
に
場
面
設
定
さ
れ
、
遠
景
に
空
気
遠
近
法
が
施
さ
れ
た
山
並
み
が

見
え
る
。
画
面
中
央
で
は
、
少
年
キ
リ
ス
ト
が
十
字
状
に
両
手
を
拡
げ
上
方
を
向

い
て
立
っ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
十
字
架
モ
チ
ー
フ
を
含
む
金
糸
刺
繍
の
施
さ

れ
た
白
衣
を
着
て
い
る
。
そ
の
視
線
の
上
方
に
は
放
射
状
に
光
波
を
放
つ
聖
霊
の

鳩
が
あ
り
、
イ
エ
ス
の
頭
上
に
五
条
の
光
線
を
放
っ
て
い
る
。
画
面
左
手
で
は
青

い
マ
ン
ト
の
下
に
赤
い
衣
服
を
着
た
聖
母
が
、
合
掌
し
て
イ
エ
ス
を
見
つ
め
て
い

る
。
画
面
右
手
で
は
左
手
に
花
咲
く
枝
を
携
え
、
右
手
で
緑
色
の
マ
ン
ト
を
た
く

し
あ
げ
た
ヨ
セ
フ
が
、
イ
エ
ス
を
見
つ
め
て
い
る
。
画
面
の
下
端
に
は
巻
物
状
の

銘
帯
が
あ
り
、“IN

SPIC
E

 E
T

 FA
C

 SE
C

U
N

D
U

M
 E

X
E

M
PLA

R
/ E

X
SO

D
.

X
X

V.40. ”

（「
あ
な
た
は
見
て
、模
範
に
従
っ
て
作
り
な
さ
い
／
『
出
エ
ジ
プ
ト
記
』

二
五
章
四
〇
節
」）
と
記
さ
れ
て
い
る
。
シ
ナ
イ
山
上
で
モ
ー
セ
に
神
が
命
じ
た

幕
屋
と
そ
の
祭
具
の
作
り
方
を
指
示
し
た
一
節
の
、
結
び
の
言
葉
の
ひ
と
つ
で
あ

る
。
原
文
は
「
あ
な
た
は
見
て
、
こ
の
山
で
あ
な
た
に
示
さ
れ
た
模
範
に
従
っ
て

作
り
な
さ
い
」（“Inspice, et fac secundum

 exem
plar, quod tibi in m

onte 

m
onstratum

 est ”

）
で
あ
る
が
、
同
様
の
文
言
は
「
ヘ
ブ
ル
書
」
八
章
五
節
及

び
「
使
徒
行
伝
」
七
章
四
四
節
に
も
見
ら
れ
る
。

　

ボ
ロ
ー
ニ
ャ
の
祭
壇
画
は
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
の
も
の
と
異
な
り
矩
形
で
あ
る

が
、
野
外
の
場
面
設
定
や
登
場
人
物
の
身
振
り
、
聖
霊
の
描
写
に
関
し
て
は
ほ
ぼ

前
作
を
踏
襲
し
て
い
る
。
し
か
し
祭
壇
画
の
下
端
に
主
場
面
と
別
の
区
画
を
設

け
、“E

G
O

 PR
O

 E
IS R

O
G

O
 Q

V
O

S D
E

D
IST

I M
IH

I ”

（「
私
は
あ
な
た
が
私

に
く
だ
さ
っ
た
彼
ら
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。」）と
金
字
で
銘
文
が
記
さ
れ
て
い
る
。

出
典
は
「
ヨ
ハ
ネ
伝
」
一
七
章
九
節
の
「
私
は
彼
ら
の
た
め
に
祈
り
ま
す
。
現

世
の
た
め
に
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
私
に
く
だ
さ
っ
た
者
た
ち
の
た
め
に
で
す
。

な
ぜ
な
ら
彼
ら
は
あ
な
た
の
も
の
だ
か
ら
で
す
」（E

go pro eis rogo non pro 

m
undo rogo sed pro his quos dedisti m

ihi quia tui sunt

）
と
い
う
章
句
で

あ
る
。

　

プ
ラ
ー
ト
の
小
型
祭
壇
画
は
垂
直
方
向
に
細
長
く
、
上
方
が
半
円
ア
ー
チ
型
を

と
る
。
遠
景
に
山
並
み
が
配
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
登
場
人
物
た
ち
は
半
円
ア
ー

チ
と
角
柱
か
ら
成
る
ア
ー
ケ
ー
ド
の
下
に
立
ち
、
床
に
も
舗
石
が
敷
き
詰
め
ら
れ

て
い
る
。
ヨ
セ
フ
の
右
手
は
他
の
二
作
と
は
異
な
り
、
己
を
指
差
す
し
ぐ
さ
を

と
る
。
ヨ
セ
フ
の
衣
服
の
ド
レ
パ
リ
ー
、
ヨ
セ
フ
及
び
イ
エ
ス
の
髪
型
に
も
他

の
二
作
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
祭
壇
画
は
角
柱
と
半
円
ア
ー
チ
か
ら
成
る

金
箔
を
施
さ
れ
た
額
縁
に
囲
ま
れ
、
基
部
に
は“Q

V
E

M
 C

O
N

ST
IT

V
IT

 D
N

S 

SV
PE

R
 FA

M
ILIA

M
 SVA

M
”

（「
主
が
自
分
の
家
族
を
委
ね
た
者
」）
と
い
う
銘

文
が
記
さ
れ
て
い
る
。
出
典
は
「
マ
タ
イ
伝
」
二
四
章
四
五
節
の
、「
主
人
が
自

分
の
家
族
を
委
ね
、
食
事
時
に
は
彼
ら
に
き
ち
ん
と
食
事
を
与
え
る
よ
う
な
忠

実
で
思
慮
深
い
し
も
べ
と
は
、
誰
だ
と
思
い
ま
す
か
」（Q

uis, putas, est fidelis 

servus et prudens, quem
 constituit dom

inus suus super fam
iliam

 suam
, 

ut det illis cibum
 in tem

pore

）
と
い
う
章
句
で
あ
る
。 

　

こ
の
よ
う
に
、
三
つ
の
祭
壇
画
は
細
部
の
相
違
こ
そ
あ
れ
全
体
と
し
て
ほ
ぼ
同

様
の
構
図
を
と
る
。
し
か
し
画
面
下
方
に
記
さ
れ
た
銘
文
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
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い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
個
々
の
作
品
の
注
文
状
況
を
精
査
す
る
必
要
が
あ
ろ
う

が
、
現
段
階
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
指
摘
を
お
こ
な
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
は
、

最
初
の
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
祭
壇
画
と
同
年
の
一
八
九
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
、
ガ
ス

パ
ー
ロ
・
オ
ル
ミ
著
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
族
の
模
範
た
る
ナ
ザ
レ
の
家
族
（La 

fam
iglia di N

azaret m
odello delle fam

iglie cristiane

）』（
シ
エ
ナ
、
サ
ン
・

ベ
ル
ナ
ル
デ
ィ
ー
ノ
印
刷
所
刊
）
と
の
関
係
で
あ
る
。
同
書
は
中
部
イ
タ
リ
ア
の

町
ロ
レ
ー
ト
に
「
聖
母
の
家
（Santa C

asa

）」
が
運
ば
れ
た
と
さ
れ
て
か
ら

六
〇
〇
年
経
っ
た
こ
と
を
記
念
し
て
著
さ
れ
た
。
著
者
の
オ
ル
ミ
は
カ
ト
リ
ッ
ク

信
者
の
た
め
の
著
作
を
数
多
く
執
筆
し
た
シ
エ
ナ
出
身
の
聖
職
者
で
、「
マ
リ
ア

の
娘
た
ち
の
敬
虔
な
る
集
い
」（Pie U

nioni delle Figlie di M
aria

）
の
精
力
的

な
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
が

（
2
）

　
　

、
こ
れ
に
先
立
つ
一
八
九
四
年
か
ら
九
五
年
に
か

け
て
フ
ラ
ン
キ
が
制
作
し
た
シ
エ
ナ
の
聖
女
カ
テ
リ
ー
ナ
の
部
屋
の
フ
レ
ス
コ
画

装
飾
を
依
頼
し
た
人
物
で
も
あ
り
、
こ
の
と
き
画
家
は
聖
女
の
生
涯
か
ら
と
ら
れ

た
七
場
面
を
描
い
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
画
家
の
直
接
の
パ
ト

ロ
ン
で
あ
っ
た
オ
ル
ミ
が
、
聖
家
族
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
模
範
と
み
な
す
著
作
を

出
版
し
て
い
た
事
実
は
見
過
ご
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

シ
エ
ナ
の
イ
ン
ト
ロ
ナ
ー
テ
ィ
公
立
図
書
館
で
閲
覧
し
た
同
書
は

（
3
）

　
　

、
一
九
世
紀

末
に
蔓
延
す
る
「
無
神
論
思
想
（ateism

o

）」
が
も
た
ら
す
「
際
限
な
き
自
由

（libertà sconfinata

）」ゆ
え
に
堕
落
し
た
現
世
を
前
に
し
て

（
4
）

　
　

、「
家
族
を
秩
序
だ
っ

た
状
態
に
戻
す
こ
と
か
ら
始
め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
説
く

（
5
）

　
　

。
オ
ル
ミ
に
よ

れ
ば
「
家
族
の
改
革
な
く
し
て
社
会
の
改
革
は
得
ら
れ
な
い
（
中
略
）。
そ
れ
ゆ

え
教
皇
レ
オ
一
三
世
は
『
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
家
族
の
敬
虔
な
る
集
い
（Pia 

A
ssociazione delle Fam

iglie C
ristiane

）』
が
ナ
ザ
レ
の
聖
家
族
に
倣
い
、
高

貴
な
模
範
を
再
び
真
似
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
生
へ
と
蘇
る
よ
う
、
求
め
か
つ

祝
福
す
る
の
で
あ
る

（
6
）

　
　

」。

　

オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
祭
壇
画
に
お
け
る
「
あ
な
た
は
見
て
、
模
範
に
従
っ
て
作
り

な
さ
い
」
と
い
う
銘
文
は
、
オ
ル
ミ
の
著
書
の
骨
子
を
な
す
ナ
ザ
レ
の
聖
家
族
の

ま
ね
び
と
い
う
概
念
を
表
し
て
い
る
。「
こ
れ
ら
無
数
の
家
族
に
超
自
然
的
か
つ

神
聖
な
生
活
を
伝
え
る
た
め
、（
中
略
）
至
高
の
三
位
一
体
は
、（
中
略
）
他
の
家

族
に
と
っ
て
の
生
き
た
模
範
で
あ
る
と
同
時
に
恩
寵
の
伝
達
路
で
も
あ
る
、
ひ
と

つ
の
典
型
と
し
て
の
家
族
を
つ
く
り
だ
そ
う
と
望
ま
れ
た

（
7
）

　
　

」。
ま
た
「
そ
れ
が
ナ

ザ
レ
の
家
族
で
あ
っ
た
。
こ
の
家
族
は
そ
う
し
た
使
命
を
成
し
遂
げ
る
た
め
に
恩

寵
に
満
ち
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

（
8
）

　
　

」
と
あ
る
よ
う
に
、
フ
ラ
ン
キ
の
描
く

聖
家
族
は
聖
霊
の
恩
寵
の
下
に
あ
る
。

　
「
神
の
命
令
の
下
に
あ
る
家
族
は
、
そ
の
義
務
を
実
行
す
る
。
神
は
命
令
す
る

権
利
を
も
つ
や
否
や
。
も
つ
と
す
れ
ば
、
人
は
そ
れ
に
従
う
義
務
を
も
つ
の
で
あ

り
、
神
の
下
に
あ
っ
て
も
っ
と
も
単
純
な
正
義
の
規
則
を
遵
守
す
る
以
外
な
い
。

こ
の
真
実
の
光
を
目
に
し
な
い
で
い
る
に
は
モ
グ
ラ
に
な
る
し
か
な
い

（
9
）

　
　

」
と
あ
る

よ
う
に
、
聖
家
族
は
神
の
第
三
の
位
で
あ
る
聖
霊
の
光
、「
真
実
の
光
」
の
下
に

あ
る
。
ま
た「
ナ
ザ
レ
の
家
は
神
の
家
で
あ
る
。（
中
略
）そ
こ
に
は
神
知
が
宿
り
、

マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
の
心
に
絶
え
間
な
く
神
の
光
の
輝
き
を
注
い
で
い
た

（
10
）

　
　

」
と
あ
る

よ
う
に
、
聖
霊
の
光
が
上
方
か
ら
注
が
れ
て
い
る
。

　

次
に
、
ボ
ロ
ー
ニ
ャ
祭
壇
画
の
記
銘
に
省
略
部
分
を
補
う
と
、「
私
は
彼
ら
の

た
め
に
祈
り
ま
す
。
現
世
の
た
め
に
で
は
な
く
、
あ
な
た
が
私
に
く
だ
さ
っ
た
者

た
ち
の
た
め
に
で
す
」
と
な
る
。
オ
ル
ミ
は
言
う
。「
恩
寵
の
あ
る
と
こ
ろ
、
地

上
に
見
出
し
う
る
唯
一
の
真
の
喜
び
の
源
泉
が
あ
る
」
に
も
関
わ
ら
ず
、「
人
々

は
喜
び
を
現
世
に
求
め
る
。
だ
が
現
世
が
人
の
心
を
満
足
さ
せ
た
こ
と
が
あ
る
だ

ろ
う
か

（
11
）

　
　

」。
こ
の
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
俗
世
で
は
な
く
神
に
心
を
捧
げ
た
人
々
を
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救
い
の
対
象
と
み
な
し
、
聖
家
族
を
そ
の
模
範
と
し
て
呈
示
し
て
い
る
。

　

最
後
に
、
プ
ラ
ー
ト
の
小
型
祭
壇
画
の
記
銘
に
省
略
部
分
を
補
う
と
、「
主
人

が
自
分
の
家
族
を
委
ね
、
食
事
時
に
は
彼
ら
に
き
ち
ん
と
食
事
を
与
え
る
よ
う

な
忠
実
で
思
慮
深
い
し
も
べ
と
は
、
誰
だ
と
思
い
ま
す
か
」
と
な
る
。
こ
れ
は

伝
統
的
に
聖
ヨ
セ
フ
に
関
連
づ
け
ら
れ
た
章
句
で
、
当
時
の
『
ロ
ー
マ
聖
務
日

課
書
』（
一
八
九
〇
年
）
で
も
こ
の
聖
人
に
対
す
る
晩
課
の
祈
り
の
中
に
収
録
さ

れ
て
い
る
（「
主
人
が
自
分
の
家
族
を
委
ね
る
よ
う
な
忠
実
で
思
慮
深
い
し
も
べ

を
、
さ
あ
ご
覧
な
さ
い
」“E

cce fidelis servus et prudens, quem
 constituit 

D
om

inus super fam
iliam

 suam
” （

12
）

　
　

）。
主
か
ら
「
自
分
の
家
族
を
委
ね
」
ら
れ

た
「
忠
実
で
思
慮
深
い
し
も
べ
」、
す
な
わ
ち
ヨ
セ
フ
は
、
前
二
作
と
異
な
り
画

中
で
自
ら
を
指
し
示
す
身
振
り
を
し
て
い
る
。
こ
の
三
番
目
の
レ
プ
リ
カ
で
は
ヨ

セ
フ
の
美
徳
が
称
揚
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

オ
ル
ミ
の
著
作
で
は
イ
エ
ス
の
両
親
へ
の
従
属
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。「
し
か

し
家
族
と
い
う
も
の
は
こ
の
服
従
の
精
神
を
よ
く
習
得
す
る
た
め
に
は
権
威
あ
る

模
範
を
必
要
と
す
る
の
で
あ
り
、
こ
の
模
範
と
し
て
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
あ
る
。

福
音
書
が
言
う
に
は
、
イ
エ
ス
は
長
年
マ
リ
ア
と
ヨ
セ
フ
と
と
も
に
生
き
、
彼
ラ

ニ
服
従
シ
タ
。（
中
略
）
ヨ
セ
フ
は
家
長
と
し
て
神
に
服
従
す
る
。（
中
略
）
マ
リ

ア
は
ヨ
セ
フ
の
妻
と
し
て
そ
の
夫
に
服
従
す
る
。
そ
し
て
愛
児
イ
エ
ス
は
ヨ
セ
フ

と
マ
リ
ア
に
服
従
す
る
。
こ
こ
か
ら
聖
な
る
一
家
を
支
配
し
、
そ
れ
を
天
国
の
模

像
に
す
る
あ
の
天
上
の
調
和
が
も
た
ら
さ
れ
る

（
13
）

　
　

」。
こ
の
よ
う
に
、
オ
ル
ミ
は
家

族
に
お
け
る
主
従
関
係
を
主
な
る
神
へ
の
服
従
と
の
連
続
性
の
中
で
考
察
し
、
聖

家
族
を
家
族
の
理
想
像
、
ま
ね
び
の
対
象
と
し
て
呈
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
考
察
か
ら
、
フ
ラ
ン
キ
の
《
聖
家
族
》
の
三
つ
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
に
付
さ

れ
た
銘
文
が
、
お
そ
ら
く
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
注
文
状
況
に
応
じ
て
、
三
つ
の
異

な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
担
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
オ
ル
ヴ
ィ
エ
ー
ト
の
祭
壇

画
は
、聖
家
族
を
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
模
範
と
し
て
呈
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ボ
ロ
ー

ニ
ャ
の
祭
壇
画
は
、
俗
世
で
は
な
く
神
に
心
を
捧
げ
た
人
々
を
救
い
の
対
象
と
み
な

し
、
聖
家
族
を
そ
の
手
本
と
し
て
呈
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
プ
ラ
ー
ト
の

小
型
祭
壇
画
は
、
家
長
で
あ
る
ヨ
セ
フ
の
役
割
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
の

両
親
へ
の
従
属
、
妻
の
夫
へ
の
従
属
、
家
長
の
神
へ
の
従
属
と
い
う
位
階
的
関
係
の

中
に
家
族
を
位
置
づ
け
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
異
な
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
裏
付

け
る
個
々
の
注
文
状
況
の
精
査
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

註（
1
） 

各
作
品
の
制
作
年
代
は
、L. M

ussini Franchi, A
lessandro Franchi e le 

sue opere, Siena 1915, p.237

及
びN

. M
engozzi, Il pittore A

lessandro 

Franchi. N
otizie biografiche, “B

ollettino Senese di Storia Patria”, 

1915, p.103

を
参
照
。

（
2
） 

オ
ル
ミ
の
半
生
に
つ
い
て
は
以
下
の
自
伝
を
参
照
。G

. O
lm

i, Le note 

allegre  [...]  precedute  dalla  sua  autobiografia  e  pubblicata 

nell’anno cinquantesim
o del suo sacerdozio, T

ip. S. B
ernardino, 

Siena  1909.

「
マ
リ
ア
の
娘
た
ち
の
敬
虔
な
る
集
い
」
に
つ
い
て
は
、

ivi, p.47 ss

を
参
照
。

（
3
） G

. O
lm

i, La fam
iglia di N

azaret m
odello delle fam

iglie cristiane 

etc., T
ip. S. B

ernardino, Siena  1895. 

請
求
番
号X

LV
III K

 42(Siena, 

B
iblioteca com

unale degli Intronati)

。

（
4
） G. O

lm
i, La fam

iglia di N
azaret cit., pp.2-3.

（
5
） “per  tentare  e  ottenere  la  sua  restaurazione  è  necessario 
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incom
inciare dal richiam

are all’ordine le fam
iglie” (G

. O
lm

i, La 

fam
iglia di N

azaret cit., p.2).

（
6
） “Senza la riform

a della fam
iglia non si può avere la riform

a sociale. 

[...] Per questo il Papa Leone X
III benedice e raccom

anda la Pia 

A
ssociazione delle Fam

iglie C
ristiane, onde queste s’ispirino sulla 

Santa Fam
iglia di N

azaret, e risorgano a vita novella ricopiandone i 

nobili esem
pi” (G

. O
lm

i, La fam
iglia di N

azaret cit., p.3).

（
7
） “P

er com
u

n
icare a q

u
este in

n
u

m
erab

ili fam
ig

lie la vita 

soprannaturale e divina, [...] la Suprem
a T

rinità ha voluto creare 

una fam
iglia tipo, che fosse a un tem

po [...] per le altre fam
iglie 

un m
odello vivente ed un canale di grazia” (G

. O
lm

i, La fam
iglia 

di N
azaret cit., p.28).

（
8
） “Q

uesta fu la fam
iglia di N

azaret, la quale per com
piere siffatta 

m
issione dovette essere piena di grazia” (G

. O
lm

i, La fam
iglia di 

N
azaret cit., p.28).

（
9
）  “La fam

iglia, che sta sotto il com
ando di D

io, fa il suo dovere. [...] 

H
a o non ha Iddio il diritto di com

andare? Se lo ha, vuol dire che 

gli uom
ini hanno l’obbligo di obbedire, e sottostando a lui non 

fanno che osservare la legge della più sem
plice giustizia. B

isogna 

esser talpe per non vedere questa luce di verità” (G
. O

lm
i, La 

fam
iglia di N

azaret cit., p.8).

（
10
） “La C

asa di N
azaret è la C

asa di D
io. [...] V

i abitava l’increata 

sapienza, che nelle m
enti di M

aria e di G
iuseppe versava di 

continuo gli splendori della sua luce”
(G

. O
lm

i, La fam
iglia di 

N
azaret cit., p.8).

（
11
） “dove è la grazia, là è la sorgente dell’unica vera letizia che possa 

trovarsi in terra”. “La cercano nel m
ondo: m

a quando è che il 

m
ondo ha reso un cuore um

ano contento?” (G
. O

lm
i, La fam

iglia 

di N
azaret cit., pp.28, 29).

（
12
） B

reviarium
 R

om
anum

 ex decreto Sacrosancti C
oncilii T

ridentini 

restitutum
 S. Pii V. Pontificis M

axim
i jussu editum

 C
lem

entis V
III., 

U
rbani V

III. et Leonis X
III. A

uctoritate recognitum
, A

ugustae 

T
aurinorum

 1890, p.110 (C
om

m
em

orationes com
m

unes sive 

Suffragia sanctorum
 

│D
e S. Joseph

│A
d Vesperas).

（
13
） “M

a le fam
iglie hanno bisogno d’un esem

plare autorevole per 

im
parare bene questo spirito d’assoggettam

ento, e questo 

esem
plare l’hanno in G

esù C
risto, di cui si dice nel Vangelo, che 

vivendo lunghi anni con M
aria e con G

iuseppe, erat subditus illis. 

[...] G
iuseppe, capo di casa, sta soggetto a D

io, [...]; M
aria, sposa 

di G
iuseppe, sta soggetta al suo sposo; e il caro figliuolo G

esù sta 

soggetto a G
iuseppe e a M

aria. D
i qui quell’arm

onia celeste che 

regna nella Santa C
asa, e che la rende un’im

m
agine del Paradiso” 

(G
. O

lm
i, La fam

iglia di N
azaret cit., p.118).

                                 　
　
〔
か
い　

の
り
ゆ
き
／
本
学
教
育
学
部
准
教
授
・
所
員
〕
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et prudens, quem constituit Dominus super familiam suam”)12. Solo in questa pala, infatti, Giuseppe 

indica a sé, per evidenziare il suo ruolo da capo famiglia.

La numerazione sporadica delle note, in ordine parzialmente capovolto, corrisponde a quella del 

testo in giapponese. 

Ringrazio vivamente monsignor Marcello Pettinelli che mi ha reso possibile fotografare la Sacra 

Famiglia di Orvieto.

Fig.1  Alessandro Franchi, Sacra Famiglia. Orvieto, Chiesa di Sant’Andrea.

Fig.2  Alessandro Franchi, Sacra Famiglia. Bologna, Chiesa del Sacro Cuore.

Fig.3  Alessandro Franchi, Sacra Famiglia. Prato, Duomo.

[Noriyuki Kai / professore associato, Ibaraki University]
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La Sacra Famiglia: un tema caro ad Alessandro Franchi: riassunto

Alessandro Franchi dipinse tre versioni della Sacra Famiglia, pressoché identiche nella 

composizione: una nel 1895 come pala d’altare per la chiesa di Sant’Andrea ad Orvieto (ora nella 

sagrestia) (fig.1); una nel 1898 per l’oratorio del marchese Pizzardi nel Castello di Bentivoglio a 

Bologna (ora nella cappella battesimale della chiesa del Sacro Cuore, ivi) (fig.2); e una di piccolo 

formato, sempre nel 1898, per il Duomo di Prato (ora nella cappella più sinistra ai lati dell’abside) 

(fig.3)1. 

In tutte le versioni, Gesù fanciullo è raffigurato al centro, con le braccia aperte a formare una 

croce, e guarda lo Spirito Santo in alto, irradiante; alla sua destra la Vergine adora il Figlio con le mani 

giunte, e nella parte opposta Giuseppe tiene il ramo fiorito con la sinistra; sono in piedi tutti e tre. Le 

differenze sono nel formato e nelle dimensioni: la pala di Orvieto è la più alta e termina a forma di 

arco a sesto acuto, mentre quella di Bologna è rettangolare, e quella di Prato, di dimensione ridotta, 

termina a forma di arco a tutto sesto. La scena, nelle prime due è ambientata all’aperto, mentre 

nell’ultima si svolge in uno spazio delimitato da un pavimento e coperto da archi, libero sullo sfondo. 

Solo nell’ultima Giuseppe indica a sé con la destra, mentre nelle altre due tiene il bordo dell’abito. 

Anche le pieghe dell’abito di Giuseppe, la sua pettinatura e quella di Gesù sono ivi differenti rispetto 

alle prime due. Ed ogni pala reca diverse iscrizioni.

Vorrei considerare queste opere in rapporto con un libro uscito nel 1895, anno della pala di 

Orvieto, la prima: La famiglia di Nazaret modello delle famiglie cristiane, scritta da Gaspare Olmi3, 

sacerdote senese e autore prolifico di libri sacri, che fece eseguire a Franchi gli affreschi della casa 

di santa Caterina da Siena, nel 1894-95, pochi anni prima. Ritengo che questo autore abbia avuto non 

poca importanza spirituale per l’artista (vedi mio Alessandro Franchi e la carità del prossimo, “Artista”, 

2008, pp.  ).

 “Per tentare e ottenere la […] restaurazione” del mondo corrotto a causa dell’«ateismo» di fine 

Ottocento, Olmi dice che “è necessario incominciare dal richiamare all’ordine le famiglie”5. Quella 

di Gesù è “una famiglia tipo”7, come dimostra l’iscrizione nella pala di Orvieto: INSPICE ET FAC 

SECUNDUM EXEMPLAR/ EXOD.XXV.40. (Esodo, 25, 40). Quanto alla presenza dello Spirito Santo, 

fonte della grazia, Olmi osserva che “la famiglia di Nazaret […] dovette essere piena di grazia”8, 

e si riferisce sia alla “luce di verità”9, che a “gli splendori della sua luce” emanata dalla “increata 

sapienza”10.

L’iscrizione nella pala di Bologna dice: EGO PRO EIS ROGO [non pro mundo rogo sed] QVOS 

DEDISTI MIHI (Giovanni, 17, 9). La possiamo mettere in relazione con il punto in cui, menzionando 

la “sorgente dell’unica letizia che possa trovarsi in terra”, Olmi si lamenta che “tutti […] la cerchino 

nel mondo: ma quando è che il mondo ha reso un cuore umano contento?”11. 

Infine Olmi esalta il ruolo di “Giuseppe, capo di casa”13, come lo qualifica l’iscrizione sul gradino 

della pala di Prato: QVEM CONSTITVIT D[OMI]N[V]S SVPER FAMILIAM SVAM. Questa frase, 

tratta da Matteo, 24, 45, è tradizionalmente riferita a san Giuseppe, come attesta l’invocazione del 

vespro al santo che parafrasa il passo evangelico, riportata nel Breviario Romano (“Ecce fidelis servus 


